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財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す

財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す

平
成
２０
年
度 

下
半
期
（
平
成
２０
年
１０
月
〜
平
成
２１
年
3
月
）

平
成
２０
年
度 

下
半
期
（
平
成
２０
年
１０
月
〜
平
成
２１
年
3
月
）

その他
（議会費・労働費他）

消防費
（広域消防負担金他）

農林水産業費
（農業振興費他）

公債費
（借入金償還費）

�衛生費
（保健予防・清掃費他）

��教育費
（学校教育・社会教育費他）

�商工費
（商工業振興費・観光費他）

�土木費
（道路・河川整備費他）

総務費
（一般行政事務管理費他）

民生費
（福祉事業・保育園運営費他）

予算現額　71億7,022万円
収入済額　63億8,245万円（収納率89.0％）

� （平成21年3月31日現在）

◆積立金（一般会計）
� 30億6,772万円

◆土　地 ……………�890,706�

◆建　物 ………………�74,867�

◆山　林 …………�4,720,232�

�（平成21年3月31日現在 人口は4月1日現在）

◆一般会計 ……�51億4,076万円
� （町民一人当たり33.4万円）

◆水道事業会計 �16億1,740万円
� （町民一人当たり10.5万円）

◆下水道事業会計
　　…………�115億3,707万円
� （町民一人当たり74.9万円）

◆観光施設貸付事業特別会計
　　……………�19億8,295万円
� （町民一人当たり12.8万円）

［町債］事業を行うために必要な資金を、国や 
公庫、銀行などから長期間借り入れた
資金の状況です。

《町の財産》

《町債（借金）現在高》

（平成21年3月31日現在）

※特別会計とは、特定の収入を特定事業の支出に充てる場合で、独立させて経理を明らかにするために設けた会計です。
※グラフ及び表中の金額については、単位調整をしていますので、数値が一致しない場合があります。
※平成20年度決算状況は11月に公表します。

区　　            分 予算現額 収入済額
収納率 執行率

支出済額

71億7,022万円

12億6,098万円

1億5,857万円

3億7,831万円

2億8,179万円

1億4,114万円

1,320万円

8億2,748万円

808万円

6億6,392万円

11億0,686万円

16億2,054万円

21億3,761万円

63億8,245万円

11億1,610万円

1億5,307万円

3億7,632万円

2億8,472万円

1億2,647万円

1,322万円

7億2,574万円

718万円

5億7,475万円

13億9,332万円

一 般 会 計

特

別

会

計

企

業

会

計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

老 人 保 健 特 別 会 計

有 線 放 送 電 話 特 別 会 計

観光施設貸付事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

富 士 見 財 産 区 特 別 会 計

本郷・落合・境財産区特別会計

乙 事 財 産 区 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計

下水道事業会計

収 入

支 出

収 入

支 出

89.0%

88.5%

96.5%

99.5%

101.0%

89.6%

100.2%

87.7%

88.9%

86.6%

86.0%

61億5,975万円

11億7,168万円

1億3,674万円

1億8,720万円

2億8,147万円

1億2,597万円

989万円

7億1,793万円

340万円

10億3,222万円

20億7,639万円

85.9%

92.9%

86.2%

49.5%

99.9%

89.3%

74.9%

86.8%

42.1%

93.3%

97.1%

会計別執行状況

歳　入
予算現額　71億7,022万円
支出済額　61億5,975万円（執行率85.9％）

歳　出

一
般
会
計
の
状
況

　
３
月
ま
で
に
４
回
の
予
算
補
正
を
行
い
ま
し
た
。
補
正
の
結

果
、
総
額
に
４
億
４ 

７
５
４
万
９
千
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
は
71
億
７ 

０
２
２
万
円
（
繰
越
費
は
除
く
）
と
な

り
ま
し
た
。

　
予
算
の
主
な
増
額
理
由
は
、
い
ず
れ
も
世
界
的
な
経
済
危
機

に
緊
急
対
応
す
る
た
め
、
①
町
独
自
の
緊
急
経
済
対
策
、
②
国

の
緊
急
経
済
対
策
（
緊
急
安
心
実
現
総
合
対
策
交
付
金
、
生
活

対
策
臨
時
交
付
金
）
、
③
定
額
給
付
金
等
に
対
す
る
補
正
で
す
。

主
な
補
正
（
歳
出
）
予
算
の
内
容

○
福
祉
灯
油
券
交
付
事
業 

…
…
…
…
…
…
…
…
…�

６
０
０
万
円

○
原
油
・
飼
料
価
格
高
騰
対
策
補
助
金  

…
…
…
…�

８
６
３
万
円

○
富
士
見
小
児
童
ク
ラ
ブ
増
築
工
事 

…
…
…
…�

１ 

２
９
７
万
円

○
道
路
維
持
修
繕
・
河
川
改
修
等
工
事  

…
…
…�

６ 

８
０
０
万
円

○
定
額
給
付
金 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…�

２
億
６ 

０
０
０
万
円

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ
駐
車
場
舗
装
工
事�

１ 

２
６
０
万
円

○
土
地
開
発
公
社
支
援
事
業 

…
…
…
…
…
…
…�

２ 

２
１
０
万
円

,

,,,,,

,

０ ５ １０ １５ ２０ ２５ ３０

分担金及び
負担金

町　債
（借入金）

譲与税・交付金
（国・県より）

国庫・県支出金
（補助金他）

その他
（使用料・手数料・繰入金他）

地方交付税
（国から交付）

町　税
（町民税・固定資産税他）

25.2
26.312.4

10.6
6.9

7.4

7.6
6.4

7.3
7.0

7.0
6.9

5.5
5.1

5.5

3.2
1.3
1.2

16.9
17.3

11.8

8.5

4.0

3.4

16.9
17.3

11.8
9.8

8.5
5.1

4.6
4.0

3.4
0

1.3
1.3

予算現額

収入済額

（単位：億円）

０ ５ １０ １５

予算現額

支出済額

（単位：億円）

5.0

14.5

8.7

3.7

14.5

8.7

3.7
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住宅用火災警報器を設置しましょう！！住宅用火災警報器を設置しましょう！！住宅用火災警報器を設置しましょう！！
現在住んでいる住宅は、平成21年6月1日になるまでに設置することが定められています。

※新築住宅は、既に適用となっています。（平成18年6月1日施行）
現在住んでいる住宅は、平成21年6月1日になるまでに設置することが定められています。

※新築住宅は、既に適用となっています。（平成18年6月1日施行）

どうして火災警報器が必要なの？ 火災の煙（熱）を感知して警報音が鳴ります！

火災警報器のお買い求めは？

住宅火災の実態

設置による効果

「逃げ遅れ」により多くの人が無くなっています！

住宅用火災警報器等の設置により3分の1程度に
減少しています！

住宅火災で死に至った原因

住宅用火災警報器等の設
置の有無でみた住宅火災
100件当たりの死者数

（消防庁調べ：平成18年中/放火自殺者等を除く）

（消防庁調べ：平成18年中/放火自殺者等を除く）

事例1

寝たばこから火災発生！

寝たばこにより火災が発生し、警報器が煙を
感知しました。警報音で本人が目を覚まし、
ふとんに水を掛けて消火したので、大事に至
りませんでした。

事例2

天ぷら油が燃え出して！

天ぷら油を加熱したしたまま、その場を離れ
たため、鍋から火が上がり警報器がその煙を
感知しました。警報音に気付いた居住者が、
初期消火と119番通報を行いました。

お近くの消防機器取扱店・電気店・ホームセンター・農協やガス
会社でも扱っています。 ※悪質な訪問販売にご注意ください。

火災警報器の設置場所は？火災警報器の設置場所は？
諏訪広域連合火災予防条例

家のどこに取り付ければいいの？（2階建住宅設置例）
「設置義務がある場所」は、まずはすべての「寝室」です。続いて2階に寝室がある

場合は、避難経路となる「階段上」に取り付けましょう。

また、「台所」や「火気を多く使用する場所」は、義務付けされていませんができる

だけ、設置いただくようおすすめします。

■ご不明な点は、富士見消防署 予防係（☎61-0119／代表）までお問い合わせください。

★設置場所と火災警報器の種類 ●寝室・階段【義務設置】 煙感知器

●台　　 所【任意設置】 煙または熱感知器

家族みんなが　つけて安心　住宅用火災警報器



2009.5 ■広報ふじみ 4

�

　
４
月
１
日
、
分
団
長
以
上
の
新

旧
幹
部
役
員
が
出
席
し
、
富
士
見

町
消
防
団
役
員
の
任
期
満
了
に
伴

う
新
役
員
任
命
式
、
団
旗
引
渡
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
退
任
に
あ
た
り
植
松
初
夫
団
長

は
、
「
（
長
野
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法

県
大
会
２
連
覇
な
ど
）
、
充
実
し

た
２
年
間
だ
っ
た
。
堀
内
新
団
長

の
も
と
、
町
民
の
生
命
、
財
産
を

守
る
消
防
団
と
し
て
任
務
を
果
た

し
て
ほ
し
い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
矢
嶋
町
長
は
旧
役
員
に
対
し
、「
通

常
の
火
災
出
動
の
外
に
、
行
方
不

明
者
の
捜
索
な
ど
に
あ
た
っ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
、
町
民
を
代
表

し
て
礼
を
述
べ
た
い
。
」
ま
た
新

役
員
に
は
、
「
新
団
長
は
じ
め
皆

さ
ん
が
頼
り
、
町
民
の
安
全
の
た

め
、
全
力
を
あ
げ
て
い
た
だ
き
た

い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
着
任
に
あ
た
り
堀
内
団
長
は
、「
持

っ
て
い
る
も
の
を
す
べ
て
出
し
切

る
つ
も
り
で
任
務
に
あ
た
り
た
い
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
２
年
間
、
「
安
全
・

安
心
の
町
づ
く
り
」
推
進
の
た
め
、

新
役
員
の
皆
さ
ん
の
お
力
を
お
借

り
し
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

富
士
見
町
消
防
団

役
員
任
命
式･

団
旗
引
渡
式

富士見町消防団　新役員紹介富士見町消防団　新役員紹介
任期　平成21年4月2日～平成23年4月1日

団　長

堀　内　　　広
（烏帽子）

副団長

名　取　　　靖
（乙事）

ラッパ長

名　取　義　彦
（先能）

第1分団長

小　林　広　治
（御射山神戸）

第2分団長

小　林　美　秀
（大平）

第8分団長

坂　本　憲　仁
（瀬沢）

第9分団長

名　取　　　渉
（下蔦木）

第10分団長

武　藤　昭　次
（烏帽子）

第11分団長

小　林　幾　郎
（先達）

第12分団長

名　取　公　一
（瀬沢新田）

第3分団長

久保井　　　淳
（塚平）

第4分団長

大久保　忠　広
（南原山）

第5分団長

浅　野　　　勝
（富里）

第6分団長

植　松　典　仁
（立沢）

第7分団長

佐　久　和　幸
（乙事）

ひこよしとりなやすしとりなひろしうちほり じひろばやしこ ひでよしばやしこ

まさるのあさひろただぼくおおあつしいぼく ひとのりまつうえ ゆきかずきゅうさ

じしょうとうむわたるとりなひとのりもとさか ろういくばやしこ いちこうとりな
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公職選挙法第28条の４第７項の規定により、選挙人名簿抄本の閲覧状況を公表します。

【住民基本台帳閲覧状況の公表】

【選挙人名簿抄本の閲覧状況の公表】

富士見町個人情報保護条例第31条の規定により、平成20年度の運用状況を公表します。

　請求はありませんでした。

【富士見町個人情報保護条例の運用状況等の公表】

富士見町情報公開条例第22条の規定により、平成20年度の開示状況を公表します。

　請求件数　7件　〈内訳〉◆全部開示　2件　　◆部分開示　3件　　◆不開示　2件　　◆不服申立　0件

【富士見町情報公開条例の開示状況の公表】

住民基本台帳法第11条の３の規定により、住民基本台帳の平成20年度下半期（平成20年10月～平成21年３

月）閲覧状況を公表します。

【住民基本台帳閲覧状況の公表】

機関の名称 請求事由の概要 閲　　覧　　日 閲覧に係る住民の範囲

協同組合長野シーアイ開発センター　
　代表理事　石見　清

自由民主党長野県第四選挙区支部
　代表　後藤茂之

　長野県世論調査協会　会長　小坂健介
「村井県政２周年」及び「より良き医療」について
の県民世論調査

県政に対する県民の意向･要望調査（県広報課委
託事業）

県民福祉意識調査

有権者数の把握

平成20年4月1日～

　平成21年3月31日

閲　覧　期　間 申　　　出　　　人 利 用 目 的 の 概 要

　長野県世論調査協会　会長　小坂健介

国土交通省関東地方整備局
富士川砂防事務所

日本たばこ産業株式会社

内閣府政策統括官
共生社会政策担当付参事官
少子・高齢化対策担当

自衛隊長野地方協力本部
茅野地域本部

砂防事業による安心感向上
効果（自然環境保全効果）
に対する意識調査

2009年全国たばこ喫煙者
率調査

高齢者の地域社会への
参加に関する調査

自衛隊法第29条1項及び
35条に規定する自衛官等
募集事務

平成20年12月15日

平成20年12月25日

平成21年2月10日

平成21年2月17日

町内全域　無作為抽出144名�

町内全域　大正8年5月1日から
平成元年4月30日生れの男女20名

乙事地区　60歳以上15名

㈰平成3年4月2日から平成4年4月
　1日までに生れた男女
㈪平成6年4月2日から平成7年4月
　1日までに生れた男女

春
の
行
政
相
談
週
間

春
の
行
政
相
談
週
間

　
５
月
18
日
（
月
）
か
ら
24
日
（
日
）
は
春
の
行

政
相
談
週
間
で
す
。

　
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど

を
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
聴
き
し
て
、
そ
の

解
決
や
実
現
を
目
指
す
制
度
に
「
行
政
相
談
」

が
あ
り
ま
す
。

　
相
談
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

行
政
相
談
委
員
が
応
じ
て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

平
出
善
次
郎
さ
ん
が
、
こ
の
度
引
き
続
き
、

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
行
政
相
談
」
と
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

国
県
市
町
村
な
ど
の
行
政
機
関
が
行
っ
て
い

る
仕
事
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お

聴
き
し
て
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る
も
の

で
す
。
こ
の
身
近
な
相
談
窓
口
が
行
政
相
談

委
員
で
す
。

　
行
政
相
談
は
、
定
例
相
談
日
の
ほ
か
、
予

約
い
た
だ
け
れ
ば
自
宅
で
も
ご
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◇
行
政
相
談
委
員
　

　
　
　
平
出
善
次
郎
さ
ん

◇
連
絡
先

　
　
　
☎
６
５
‐
３
６
２
７

◇
定
例
相
談
日
は
、
広
報
、
告
知
放
送
で
予

　
め
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
5
月
は
１４
日
（
木
）
町
民
セ
ン
タ
ー
2
階
で

　
開
催
し
ま
す
。

■
行
政
に
対
す
る
意
見
や
苦
情
は

　
行
政
相
談
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
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■
民
生
・
児
童
委
員
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
住
民
福
祉
課 

社
会
福
祉
係�

　
　
　
　
　
☎
６
２
‐
９
１
４
４
　
　
９
１
４
４

民
生
・
児
童
委
員
と
は

〜
広
げ
よ
う  

地
域
に
根
ざ
し
た  

思
い
や
り
〜

〜
広
げ
よ
う  

地
域
に
根
ざ
し
た  

思
い
や
り
〜

民
生
・
児
童
委
員
は
皆
さ
ん
の
相
談
相
手
で
す

民
生
・
児
童
委
員
は
皆
さ
ん
の
相
談
相
手
で
す

民
生
・
児
童
委
員
は
皆
さ
ん
の
相
談
相
手
で
す

　
民
生
・
児
童
委
員
は
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
地
域
に
密
着
し
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
や
高
齢
者
、

障
害
者
の
方
を
は
じ
め
、
生
活
上
の
様
々
な
悩
み
を
持
つ
方
の
相
談
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政

と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
町
民
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
結
び
つ
け
る
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

 �

　
民
生
・
児
童
委
員
は
、
地
域
か
ら
推
薦
さ
れ
た
、
地
域

住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
厚
生
労
働
大
臣
が
委
嘱
す
る

「
民
間
の
奉
仕
者
」
で
、
任
期
は
３
年
間
で
す
。

　
各
集
落
で
は
、
１
〜
５
人
の
民
生
・
児
童
委
員
が
、
地

域
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
相
談
役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
（
全
町
で
は
39
人
の
区
域
担
当
民
生
・
児
童
委
員
と
２

人
の
主
任
児
童
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。）

 �

　
　
様
々
な
地
域
活
動
や
一
人
暮
ら
し
・
高
齢
者
の
お
宅

　
を
訪
問
し
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
町
な
ど
の
関
係

　
機
関
と
連
携
し
、
相
談
や
支
援
活
動
を
進
め
ま
す
。

　
　
地
域
の
関
係
団
体
と
連
携
し
、
高
齢
者
や
介
護
す
る

　
家
族
な
ど
が
、
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
安
心
し
て

　
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
　
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
、
通
報
に
努
め
る
と
と
も
に
、

　
親
子
を
継
続
的
に
見
守
り
、
そ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
学
校
、
保
育
園
、
子
育
て
ひ
ろ
ば
Ａ
ｉ
Ａ
ｉ
な
ど
の
地

　
域
の
子
育
て
関
係
機
関
や
育
成
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
と
連

　
携
し
、
健
全
育
成
活
動
に
努
め
ま
す
。

　
　
障
害
の
あ
る
方
に
関
係
す
る
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど

　
の
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
相
談
や
支
援
を
行
い

　
ま
す
。

　
　
具
体
的
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
、
関
係
機
関
と
の

　
連
携
を
図
り
、
障
害
の
あ
る
方
の
地
域
で
の
生
活
支
援

　
に
努
め
ま
す
。

　
　
母
子
（
父
子
）
家
庭
の
現
状
把
握
を
行
い
、
母
子
（
父

　
子
）
家
庭
の
福
祉
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
　
地
域
の
困
っ
て
い
る
方
の
生
活
実
態
把
握
に
努
め
、

　
低
所
得
世
帯
な
ど
の
経
済
的
自
立
と
生
活
意
欲
の
向
上

　
を
助
け
ま
す
。
安
定
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
生
活
福

　
祉
資
金
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
借
り
受
け
世
帯
の

　
指
導
や
援
助
を
行
い
ま
す
。

民
生
・
児
童
委
員
の
仕
事
は

【
地
域
住
民
の
実
態
把
握
】

【
障
害
者
福
祉
活
動
の
推
進
】

【
母
子
（
父
子
）
福
祉
活
動
の
推
進
】

【
低
所
得
層
へ
の
生
活
援
助
活
動
の
推
進
】

【
高
齢
者
福
祉
活
動
の
推
進
】

【
児
童
福
祉
活
動
の
推
進
】

5
月
１２
日
は

  

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
で
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
　
行
動
宣
言
（
抜
粋
）

１. 

安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会

　
　
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
す�

２. 

地
域
社
会
で
の
孤
立
・
孤
独
を
な
く
す
運
動
を
提

　
　
案
し
行
動
し
ま
す

３. 

児
童
虐
待
や
犯
罪
被
害
な
ど
か
ら
子
ど
も
を
守
る

　
　
取
り
組
み
を
進
め
ま
す

４. 

多
く
の
福
祉
課
題
を
抱
え
る
生
活
困
難
家
庭
に
粘

　
　
り
強
く
接
し
、
地
域
社
会
と
の
つ
な
ぎ
役
を
務

　
　
め
ま
す

５. 

日
頃
の
活
動
を
活
か
し
、
災
害
時
に
要
援
護
者
の

　
　
安
否
確
認
を
行
い
ま
す

困った時は・・・
民生・児童委員に
　　　  相談しましょう

困った時は・・・
民生・児童委員に
　　　  相談しましょう

　民生・児童委員は、心配ごとを解

決するお手伝いをします。ひとりで

悩まないで、「誰かに話してみたい」

と思ったら、気軽に相談してください。

※民生・児童委員には守秘義務があ

　ります。相談内容がほかにもれる

　ことはありません。

【相談の例】

　◆在宅福祉　◆介護保険　◆子

　育て・母子保健　◆子どもの地域

　生活　◆学校生活・子どもの教育 

　◆生活費　◆家族関係　◆住居

　◆生活環境　◆日常的な支援など

有
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お気軽にご相談くださいお気軽にご相談ください

あなたの地区の  民生・児童委員あなたの地区の  民生・児童委員

区　　名 氏　　　名
連　　絡　　先

有　線 電　　話
担　　当　　地　　区

御射山神戸

栗　　生

原の茶屋

若　　宮

木 之 間

とちの木

塚　　平

富 士 見

南 原 山

富　　原

立　　沢

乙　　事

瀬沢新田

桜 ヶ 丘

下 蔦 木

上 蔦 木

神　　代

机

先　　能

富　　里

富士見台

小　　六

高　　森

信 濃 境

池　　袋

田　　端

葛　　窪

小　林　富美子

小　林　睦　博

牛　山　武　洋

名　取　　　弘

前　島　　　薫

折　井　佳代子

小　林　喜　次

小　林　利　隆

平　出　　　功

五　味　幸　子

小　林　かつ子

照　沼　　　亮

　　山　智　江

有　賀　たけみ

原　田　ちま子

矢　沢　定　男

植　松　しげ子

植　松　喜美子

五　味　欣　一

五　味　は　な

雨　宮　五十鈴

日　比　榮　郎

小　林　正　敏

小　池　良　子

小　林　ゆ　き

森　山　　　誠

中　山　秀　子

名　取　勝　夫

小　林　美代子

小　池　博　之

五　味　佐恵子

下　田　定　廣

小　林　國　廣

小　林　律　子

平　出　久美子

功　刀　若　子

平　出　正　幸

平　出　典　子

加々見　克　紘

7372

7186

7053

6816

6756

6503

6391

8469

7692

2983

3233

8371

8233

7554

7543

4185

4038

3952

4601

4383

3667

3735

6934

5688

5857

6133

6235

2554

2451

2321

7775

4735

4773

5405

5436

5266

5082

5027

62-3210

62-3916

62-6266

62-5811

62-3756

62-2286

62-6469

62-5785

62-4533

62-3353

62-3252

62-7736

62-5301

62-3643

62-4198

62-2792

62-3590

62-3438

62-2647

62-3746

62-3677

62-4380

62-5158

64-2954

64-2540

64-2811

62-2806

62-4199

62-2231

62-2435

62-2688

62-5307

64-2942

64-2286

64-2709

64-2471

64-2180

64-2277

65-3423

御射山神戸　5・6・7・4一部

御射山神戸　1・2・3・4一部

栗　生

原の茶屋・大平・松目・入笠

若　宮

木之間

とちの木・横吹・花場・休戸

塚平・富士見ヶ丘

富士見　29～36･47～50部

富士見　8～11・19～28・45部

富士見　1～7・12～17部

富士見　37-A～42・55部

富士見　43･44･51～54・56部

南原山・富ヶ丘

富　原

立沢　第1部・立沢広原

立沢　第2部

立沢　第3部

乙事　中．中下．大下西．大下東

乙事　中林・沢・芝篭・大上手・南・向

瀬沢新田　原・上・中

瀬沢新田　下・東

桜ヶ丘

下蔦木

上蔦木

神代・烏帽子・平岡

机

先能・瀬沢

富里　1・7・8・9・10部

富里　2・3・4・6・14部

富里　5・11・12・13部

富士見台

小　六

高　森

信濃境（駅周辺）

信濃境（町営住宅・つつじヶ丘）

池　袋

田端・先達

葛窪・境広原

小　　六

立　　沢

内　藤　好　昭

矢　沢　あさよ

4692

4156

64-2120

62-3588

境地区・落合地区

富士見地区・本郷地区

◆主任児童委員
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児
童
手
当
は
、
子
ど
も
と
暮
ら
し
、
子

ど
も
を
養
い
、
守
り
育
て
る
方
の
生
活
を

安
定
さ
せ
、
生
活
の
質
を
高
め
る
よ
う
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
子
育
て
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　
小
学
校
修
了
前
（
12
歳
到
達
後
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
）
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

＊
所
得
制
限
に
よ
り
受
給
で
き
な
い
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。 �

◆
児
童
手
当
の
額

　
３
歳
未
満
（
一
律
）

　
　
　
　
　
　
‥
‥
月
額
１
０  

０
０
０
円

　
３
歳
以
上

　
　
第
１
子
‥
‥
‥
月
額
　
５  

０
０
０
円

　
　
第
２
子
‥
‥
‥
月
額
　
５  

０
０
０
円

　
　
第
３
子
以
降
‥
月
額
１
０  

０
０
０
円�

◆
今
ま
で
受
給
で
き
な
か
っ
た
方

　
　
今
ま
で
所
得
が
制
限
額
を
超
え
て
い

　
る
た
め
に
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
も
、

　
平
成
20
年
中
の
所
得
が
所
得
制
限
内
で

　
あ
れ
ば
受
給
で
き
ま
す
。
該
当
と
思
わ

　
れ
る
方
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当

町
単
独
児
童
手
当

児
童
を
養
育
す
る
方
に

 
支
給
さ
れ
る
手
当
の
手
続
き

児
童
を
養
育
す
る
方
に

 
支
給
さ
れ
る
手
当
の
手
続
き

　
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
支
援
係
で
受
給
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
児
　
童
　
手
　
当
‥
‥

＊
児

童

扶

養

手

当
‥
‥

＊
特
別
児
童
扶
養
手
当
‥
‥

＊
町
単
独
児
童
手
当
‥
‥

小
学
6
年
生
ま
で
の
児
童
を
養
育
す
る
方
に
手
当

を
支
給
し
ま
す
。�

母
子
家
庭
等
の
方
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

満
２０
歳
未
満
の
心
身
障
害
児
を
養
育
し
て
い
る
方

に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

生
計
を
共
に
す
る
第
3
子
以
降
の
児
童
を
養
育
す

る
方
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

〈児童手当所得制限限度額〉

0人

1人

2人

3人

4人

5人

460万円

498万円

536万円

574万円

612万円

650万円

532万円

570万円

608万円

646万円

684万円

722万円

扶養親族
などの数

自営業者など
（国民年金加入者）

サラリーマン
（厚生年金等加入者）

,

,

, ,

, ,

,,,

お忘れなく!お忘れなく!

◆
ご
注
意

　
　
公
務
員
の
受
給
者
が
退
職
し
た
場
合
、

　
ま
た
地
方
独
立
行
政
法
人
に
出
向
し
た

　
場
合
等
に
は
、
子
ど
も
支
援
係
に
申
請

　
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
お
問
合
せ
く

　
だ
さ
い
。

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
な
い
児
童
（
18
歳
に
達
す
る
日

以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
、
一
定
の

障
害
の
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）
ま
た
は
、

父
が
重
度
の
障
害
の
状
態
（
国
民
年
金
の

障
害
等
級
１
級
程
度
）
に
あ
る
児
童
を
養

育
し
て
い
る
家
庭
の
た
め
に
、
児
童
の
母

や
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。 �

＊
児
童
が
施
設
入
所
や
公
的
年
金
の
対
象

　
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ

　
ん
。 �

＊
所
得
制
限
に
よ
り
受
給
で
き
な
い
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。 �

◆
支
給
額
（
児
童
１
人
に
つ
き
）�

　
全
部
支
給
の
場
合

　
　
　
　
　
　
‥
‥
月
額
４
１  

７
２
０
円�

　
一
部
支
給
の
場
合

　
　
　
　
　
　
‥
‥
月
額
４
１  

７
１
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
９  

８
５
０
円�

　
※
所
得
に
応
じ
て
、
計
算
式
に
よ
り
算

　
　
出
し
ま
す
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
満
20
歳
未
満

の
障
害
の
あ
る
児
童
を
監
護
し
、
生
計
を

維
持
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
ま
た
は
養

育
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。 �

＊
児
童
が
施
設
入
所
や
公
的
年
金
の
対
象

　
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ

　
ん
。 �

＊
所
得
制
限
に
よ
り
受
給
で
き
な
い
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。 �

◆
支
給
額
（
児
童
１
人
に
つ
き
）

　
重
度
障
害
児
（
１
級
）

　
　
　
　
　
　
‥
‥
月
額
５
０  

７
５
０
円

　
中
度
障
害
児
（
２
級
）

　
　
　
　
　
　
‥
‥
月
額
３
３  

８
０
０
円

　
町
単
独
の
児
童
手
当
制
度
で
す
。
富
士

見
町
に
１
年
以
上
住
所
を
有
し
、
生
計
を

と
も
に
す
る
第
３
子
以
降
の
児
童
を
養
育

す
る
保
護
者
に
対
し
、
第
３
子
以
降
の
児

童
１
人
に
つ
き
年
額
２
万
円
を
義
務
教
育

修
了
前
ま
で
支
給
し
ま
す
。

　
第
３
子
以
降
の
お
子
さ
ん
が
誕
生
し
た

時
、
又
は
第
３
子
以
降
の
お
子
さ
ん
を
養

育
さ
れ
て
い
る
方
が
転
入
さ
れ
た
際
に
受

付
で
手
続
き
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
手
当
は
、
申
請
し
な
い
と
受
給

　
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
支
給

　
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め
に
申
請
手
続

　
き
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　 

子
ど
も
課 

子
ど
も
支
援
係

　
　
　 

☎
６
２
‐
９
２
３
７
　
　
９
２
３
７

有

問

申
請
先
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5月21日から裁判員制度がスタートします5月21日から裁判員制度がスタートします5月21日から裁判員制度がスタートします

裁判員制度が5月21日から施行されます

　裁判員裁判は、施行の日以降に起訴された事件について実施されますので、実際の裁判員裁判が始まるの

は、早くて7月頃になります。個々の事件に参加していただく裁判員を選ぶためにお送りする「選任手続

期日のお知らせ」は、選任手続期日の6週間前までに発送とされていますので、裁判員候補者の方に最も

早くこの「お知らせ」が届けられるのは、今年の6月中になる見込みです。

　この「お知らせ」が届けられるのは、昨年末に「裁判員候補者名簿への記載のお知らせ」が裁判所より送

付された方の中から、さらにくじで選ばれた方となります。

　
裁
判
員
制
度
と
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
の

中
か
ら
選
ば
れ
た
裁
判
員
が
、
刑
事
裁
判

に
参
加
す
る
制
度
で
す
。

　
６
人
の
裁
判
員
と
３
人
の
裁
判
官
が
、

と
も
に
刑
事
裁
判
に
立
ち
会
い
、
被
告
人

が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合
に
、
ど

の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
を
判
断
し
ま
す
。

　
裁
判
員
制
度
で
は
、
裁
判
の
進
め
方
や

そ
の
内
容
に
国
民
の
視
点
、
感
覚
が
反
映

さ
れ
る
の
で
、
裁
判
に
対
す
る
国
民
の
理

解
が
深
ま
り
、
裁
判
が
よ
り
身
近
に
感
じ

ら
れ
、
司
法
へ
の
信
頼
が
高
ま
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　

　　
裁
判
員
制
度
が
今
後
円
滑
に
実
施
さ
れ

て
い
く
た
め
に
は
、
こ
の
制
度
が
国
民
の

皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
、
社
会
に
定
着
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
末
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
方
へ
の
通
知
以
来
、
裁
判
員
制
度

に
対
す
る
皆
さ
ん
の
関
心
は
急
速
に
高
ま

っ
て
い
る
も
の
の
、
不
安
や
戸
惑
い
を
感

じ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
裁
判
所
で
は
、
施
行
さ
れ
た
裁

判
員
制
度
の
定
着
を
目
指
し
、
皆
さ
ん
の

不
安
な
ど
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
に
、

裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
情
報
を
随

時
更
新
し
、
こ
れ
か
ら
も
最
新
の
情
報
を

お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

　
各
地
の
裁
判
所
に
お
い
て
も
、
皆
さ
ん

か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
、
引
き
続
き
説
明

会
、
映
画
上
映
会
、
講
演
会
、
出
張
講
義

等
を
実
施
し
、
裁
判
員
経
験
者
の
声
な
ど

も
ま
じ
え
な
が
ら
、
裁
判
員
裁
判
の
運
用

状
況
に
関
す
る
正
確
な
情
報
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。

◆
裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

    http://w
w

w
.saibanin.courts.go.jp/

◆
長
野
地
方
・
家
庭
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

    http://w
w

w
.courts.go.jp/nagano/�

　
裁
判
員
制
度
が
定
着
し
、
そ
の
意
義
に

沿
っ
た
形
で
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
参
加

い
た
だ
く
た
め
に
は
、
参
加
し
や
す
い
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
様
々

な
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

    

裁
判
員
は
、
20
歳
以
上
の
有
権
者
の
中

か
ら
選
ば
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
企
業
等
に

お
勤
め
の
方
の
割
合
は
、
５
割
以
上
で
す
。

裁
判
所
で
は
、
法
務
省
、
日
本
弁
護
士
連

合
会
と
も
連
携
し
、
企
業
経
営
者
向
け
の

説
明
会
を
行
っ
た
り
、
各
企
業
等
に
直
接

伺
う
な
ど
し
て
、
特
別
の
休
暇
制
度
の
創

設
な
ど
、
環
境
の
整
備
へ
の
協
力
を
働
き

か
け
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
企
業
等
に
お
い
て
も
、
従
業
員

の
方
が
裁
判
員
裁
判
に
参
加
し
や
す
い
よ

う
に
取
組
を
進
め
る
な
ど
、
多
く
の
企
業

や
団
体
で
、
特
別
の
休
暇
制
度
を
導
入
し

た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
裁
判
所
で
は
、
今
後
も
企
業
等
に
対
し
、

お
勤
め
の
方
が
裁
判
員
裁
判
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
や
す
い
環
境
整
備
に
つ
い
て
、

働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　
育
児
中
の
方
や
親
族
等
の
介
護
を
行
っ

て
い
る
方
は
、
辞
退
の
申
立
て
を
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
が
、
辞
退
の
申
立
て
を
せ

ず
に
裁
判
員
候
補
者
あ
る
い
は
裁
判
員
と

し
て
安
心
し
て
裁
判
員
裁
判
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
、
裁
判
所
で
は
、
厚
生
労
働
省

や
市
区
町
村
な
ど
の
地
方
自
治
体
と
協
力

し
て
、
一
時
保
育
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
る
よ
う
な
態
勢
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
裁
判
員
裁
判
を
実
施
す
る

裁
判
所
に
対
応
す
る
す
べ
て
の
地
方
自
治

体
に
お
い
て
、
一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
態
勢
が
整
備
さ
れ
る
見
込
み
と

な
り
ま
し
た
。

　
介
護
を
行
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
、

通
所
介
護
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
い
っ
た

既
存
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
裁
判

員
裁
判
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
後
も
、
育
児
中
の
方
や
介
護
を
行
っ

て
い
る
方
が
円
滑
に
一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
関

係
機
関
と
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
制
度
に
つ
い
て
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　 

長
野
地
方
裁
判
所
事
務
局

　 

　
　
　
　
　
総
務
課 

庶
務
係

 

　
　
　
☎
０
２
６
‐
２
３
２
‐
４
９
９
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
５
２
６
）

裁
判
員
制
度
の
意
義

多
く
の
皆
さ
ん
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

裁
判
員
制
度
の
定
着
を
目
指
し
て

■
そ
の
1
■

  

特
別
な
休
暇
制
度
の
創
設
へ
向
け
て

   

〜
お
勤
め
の
方
に
も

　
　
　
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
〜

■
そ
の
2
■

  

一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
・

　
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
へ
向
け
て

   

〜
育
児
や
介
護
を
行
っ
て
い
る
方
に
も

　 

　
　 

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
〜

問
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平成２１年度  結核検診（胸部レントゲン撮影）のお知らせ平成２１年度  結核検診（胸部レントゲン撮影）のお知らせ

［該  当  者］�65歳以上の方（昭和20年4月１日以前に生まれた方）�
［日時・会場］� 下記の日程表にしたがって受診してください。都合のよい会場で受けることができます。
　� 事前に配布される受診票を撮影会場へお持ちください。�
［費　　用］� 無　料
［注意事項］� ①お申し込みいただいた方で、病院等で既に受けた方や、取り消しをする場合には５月末日
� 　までに保健センターへご連絡ください。（☎62-9134　　9134）
� ②撮影時の注意
� 　　＊金具・プラスチック等付属品や胸元に柄等のない肌着１枚で撮影します。
� 　　＊ネックレス・ペンダント・貼付用磁気ははずしてください。
［そ  の  他］� 申し込みをされていない方でも当日会場にて検診を受けることができます。

結核って・・・どんな病気??

◆ 胸部レントゲン撮影日程 ◆

　 住民福祉課 保健予防係　☎62-9134　　9134問 有

有

　結核は、「結核菌」という細菌が体の中に入り込み、主に肺に炎症を起こす病気です。重症の結核患者がくしゃ

みやせきをしたときに結核菌が飛び散り、それを周りの人が直接吸い込むことにより感染します。通常は免疫機

能が働いて発症はしないですみますが、免疫力が弱まっていると発症します。最近は高齢者や若者など、都市部

を中心に結核患者が増えています。今も年間約2万7,000人が発症し、2,300人が死亡しています。決して「過

去の病気」ではありません。早期発見のためにも、結核検診を受けましょう。

結核の初期症状はカゼとよく似ています。以下の症状があるときは早めに受診しましょう。

　●せきが2週間以上続く　●たんが出る　●微熱が2週間以上続く　●体がだるい　●胸痛　●体重減少

■こんな症状があったらすぐ受診を！

抵抗力の弱い赤ちゃんは、結核に感染すると重症になりやすく生命を危うくすることもあります。結核を予防

するためにはＢＣＧ接種が有効です。生後6ヶ月までに接種しましょう。

■赤ちゃんにはＢＣＧを！

期　日 時　　間 会　　　場 実施区域 期　日 時　　間 会　　　場 実施区域

午前 9:00～ 9:25

午前 9:40～10:05

午前10:15～10:45

午前11:00～11:30

午後 1:15～ 1:35

午後 1:50～ 2:05

午後 2:20～ 3:10

午前 9:00～ 9:10

午前 9:25～ 9:50

午前10:00～10:15

午前10:30～11:15

午後 1:15～ 1:45

午後 1:55～ 2:05

午後 2:20～ 2:30

午後 2:40～ 2:55

午後 3:05～ 3:30

午前 9:00～ 9:10

午前 9:20～ 9:50

5月13日
（水）

5月15日
（金）

5月18日
（月）

5月19日
（火）

5月14日
（木）

5月15日
（金）

午前10:10～11:30

午後 1:15～ 2:00

午後 2:10～ 2:35

午後 2:45～ 3:00

午後 3:10～ 3:30

午前 9:00～ 9:15

午前 9:25～ 9:35

午前 9:50～10:15

午前10:25～10:35

午前10:50～11:15

午後 1:15～ 1:40

午後 1:55～ 2:50

午後 3:05～ 3:30

午前 9:00～ 9:10

午前 9:25～ 9:45

午前10:00～10:50

午後 1:15～ 2:35

午後 2:50～ 3:30

机集落センター

烏帽子公民館

高森公民館

葛窪転作研修センター

先達公民館

田端公民館

清泉荘

下蔦木集落センター

上蔦木集落センター

赤石ドライブイン前

新田集落センター

木之間公民館

花場公民館

横吹集落センター

とちの木公民館

瀬沢公民館

富原公民館

南原山集落センター

富里区役所

御射山神戸公民館

栗生集落センター

松目集落センター

大平コミュニティセンター

原の茶屋公民館

富士見ヶ丘コミュニティセンター

若宮構造改善センター

塚平集会所

富士見台コミュニティセンター

小六公民館

乙事公民館

桜ヶ丘公民館

立沢南原集会所

立沢下羽場組公会所

立沢構造改善センター

富士見区役所

保健センター

机

烏帽子

高　森

葛　窪

先　達

田　端

信濃境・池袋

下蔦木

上蔦木

神代・平岡

新　田

木之間

花場・休戸

横　吹

とちの木

瀬沢・先能

富　原

南原山・富ヶ丘

富　里

御射山神戸

栗　生

松　目

大　平

原の茶屋

富士見ヶ丘

若　宮

塚　平

富士見台

小　六

乙　事

桜ヶ丘

立沢南原

立沢羽場

立　沢

富士見

今まで受けなかった人
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ふ
る
さ
と
の
み
な
さ
ん
へ

東
都
高
原
富
士
見
会
だ
よ
り

東
都
高
原
富
士
見
会
だ
よ
り

加々見　彊
埼玉県草加市
（葛窪）

　
寒
さ
で
眠
っ
て
い
た
山
里

の
草
木
が
青
々
、
生
き
生
き
と

し
た
季
節
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。

　
昨
年
後
半
よ
り
世
界
的
不

況
の
た
め
守
り
に
入
り
、
良
い

話
は
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
後
復
興

か
ら
築
き
上
げ
た
文
化
、
社
会

体
系
、
農
業
、
工
業
技
術
、
特
に

中
小
工
業
技
術
、
ロ
ボ
ッ
ト
化

は
、
強
き
も
あ
る
が
弱
き
が
出

た
感
が
あ
り
ま
す
。
先
に
ば
か

り
進
み
走
り
、
国
の
借
金
一
人

当
り
７
百
万
円
超
と
は
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
自
給
率
40
％
、
食
こ
そ
安
全

基
盤
、
安
さ
、
形
、
見
栄
え
、
安

全
性
、
全
て
を
求
め
て
も
自
然

を
利
用
し
て
作
る
側
を
無
視

し
て
は
平
等
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

輸
入
に
頼
る
農
政
、
商
社
、
消

費
者
、
ど
こ
が
問
題
な
の
か
平

等
な
目
線
で
考
え
た
い
も
の

で
す
。
消
費
者
は
も
っ
と
農
業

生
産
者
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
万
が
一
の
際

の
対
策
に
つ
い
て
も
、
同
様
で

す
。

　
素
晴
ら
し
い
環
境
の
八
ヶ

岳
山
麓
の
肥
沃
の
地
で
、
開
発

と
自
然
環
境
を
ど
う
後
世
に

伝
え
て
い
く
か
も
重
要
で
す
。

　
故
郷
に
帰
る
度
思
い
ま
す
が
、

一
世
紀
を
迎
え
る
高
齢
者
が

多
く
、
元
気
で
す
ね
。
多
少
の

家
族
介
護
を
受
け
て
も
家
族

一
緒
に
暮
ら
す
生
活
環
境
、
食

材
自
給
、
水
・
空
気
、
働
く
意
欲
、

身
辺
を
美
し
く
す
る
気
持
ち

等
重
な
っ
て
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
町
全
体
の
繋
が
り
を
自

然
に
受
け
と
め
て
い
る
か
ら

こ
そ
と
思
い
ま
す
。
益
々
活
力

あ
る
町
づ
く
り
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　
思
う
こ
と
を
列
記
し
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

る
で
し
ょ
う
か
。

　
新
年
度
に
あ
た
り
、
東
都
高

原
富
士
見
会
も
相
互
交
流
を

深
め
、
少
し
で
も
お
役
に
立
ち

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
役
員
は
、
左
記

の
と
お
り
で
す
。

【
会
　
長
】

　
加
々
見
　
　
彊
　（
境
）

【
副
会
長
】

　
小
　
林
　
盛
　
人(

境)�

　
窪
　
田
　
忠
　
夫（
富
士
見
）

　
五
　
味
　
正
　
武（
本
郷
）�

　
小
　
林
　
み
づ
子
（
落
合
）

　
デ
マ
ン
ド
交
通
「
す
ず
ら
ん
号
」
は
、
運
行
開

始
か
ら
５
年
が
経
ち
ま
し
た
。
商
店
街
や
病
院
な

ど
へ
の
交
通
手
段
と
し
て
多
く
の
方
々
に
ご
利
用

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
利
用

の
際
は
、
次
の
事
項
に
注
意
し
て
ご
乗
車
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

＊
「
す
ず
ら
ん
号
」
は
通
常
の
タ
ク
シ
ー
と
は
異

　
な
り
、
相
乗
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の

　
方
が
利
用
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
木
戸
先
ま
で

　
出
て
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

＊
予
約
の
電
話
を
す
る
際
は
、
予
約
の
時
間
を
は

　
っ
き
り
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
キ
ャ
ン

　
セ
ル
を
す
る
場
合
は
、
必
ず
予
約
セ
ン
タ
ー
ま

　
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
乗
車
料
金
は
釣
銭
の
い

　
ら
な
い
よ
う
に
ご
用
意

　
い
た
だ
く
か
、
利
用
券

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
利
用
券
は
左
記
に
て
販

　
売
し
て
い
ま
す
。

　
・
駅
売
店 
す
ず
ら
ん�

　
・
な
と
り
や
ふ
と
ん
店

　
・
キ
リ
ン
堂

　
・
商
工
会

　
今
後
と
も
、
「
す
ず
ら
ん
号
」
の
運
行
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　 

　
す
ず
ら
ん
号
予
約
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

☎
６
１
‐
１
１
３
３

　 

　
富
士
見
町
商
工
会
　
☎
６
２
‐
２
３
７
３

デ
マ
ン
ド
交
通

す
ず
ら
ん
号
か
ら
の
お
願
い

デ
マ
ン
ド
交
通

す
ず
ら
ん
号
か
ら
の
お
願
い

赤
十
字
の
活
動
資
金
に

　
　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

赤
十
字
の
活
動
資
金
に

　
　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
災
害
救
護
活
動
・
国
際
活
動
・
救
急
法
普
及
活
動

等
を
続
け
て
い
る
日
本
赤
十
字
社
は
、
毎
年
社
資
（
会

費
）
を
納
め
て
く
だ
さ
る
赤
十
字
社
員
（
会
員
）
と

多
く
の
方
々
の
善
意
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
５
月
に
区
長
・
集
落
組
合
長
を
通
じ
て
活
動
資
金

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
あ
た
た

か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
５
千
円
以
上
の
寄
付
は
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受

　
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
額
に
応
じ
て
日

　
本
赤
十
字
社
か
ら
表
彰
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ご
希

　
望
の
方
は
事
前
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　 

住
民
福
祉
課 

社
会
福
祉
係

　
　
　
　
　 

　
☎
６
２
‐
９
１
４
４
　
　
９
１
４
４

富士見町連合婦人会から
日本赤十字社富士見町分区へ
ガス炊飯器一式を寄贈して

いただきました

富士見町連合婦人会から
日本赤十字社富士見町分区へ
ガス炊飯器一式を寄贈して

いただきました

　一度に５升（約7.5㎏）の米を炊く事ができ
る炊飯器を寄贈していただきました。
　災害時及び訓練時等の炊き出しに有効活用さ
せていただきます。心より感謝申し上げます。

問

問

有
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よ
ろ
し
く

　
　
お
願
い
し
ま
す

よ
ろ
し
く

　
　
お
願
い
し
ま
す

よ
ろ
し
く

　
　
お
願
い
し
ま
す

午前9時30分より

役場3階会議室

5月13日（水）
6月10日（水）

定例教育委員会定例教育委員会

電話による教育相談電話による教育相談

午前9時～午後3時
☎62-3118

月・火・木曜日

号

第

教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
だ
よ
り

富
士
見
町

平成21年5月1日発行
富士見町教育委員会編集

☎62-9235
kodomo@town.
fujimi.nagano.jp
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よろしくお願いしますよろしくお願いします

この春、町内小中学校に
　　  24名の先生をお迎えしました
この春、町内小中学校に
　　  24名の先生をお迎えしました
この春、町内小中学校に
　　  24名の先生をお迎えしました

　
こ
の
た
び
縁
あ
っ
て
、
東
御
市
北

御
牧
中
学
校
か
ら
こ
こ
富
士
見
の
地

に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
十
三
年
ぶ
り
の
小
学
校
勤
務
で
す
。

全
校
36
人
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

職
員
、
保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆

様
と
と
も
に
落
合
小
な
ら
で
は
の
教

育
実
践
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
〜
思
い
や
り
を
大
切
に
し
て
〜

　
雄
大
な
八
ヶ
岳
山
麓
に
広
が
る
、

自
然
豊
か
な
富
士
見
町
、
境
小
学
校

に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
素
晴
ら
し

い
自
然
環
境
を
生
か
し
て
、
心
も
体

も
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
成
長
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
の
願

い
を
お
聞
き
し
な
が
ら
学
校
づ
く
り

に
あ
た
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
歴
史
と
伝
統
、
そ
し
て
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
た
こ
の
富
士
見
町
で
教

育
に
携
わ
れ
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に

思
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
の
パ

イ
プ
を
太
く
し
、
地
域
を
愛
し
、
地

域
を
支
え
、
地
域
の
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
豊
か
な
育
成
の
た
め
に

全
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
私
自
身
の
心
ま
で
映
り
そ
う
な
床

の
輝
き
に
、
学
舎
を
愛
し
、
自
ら
の

心
を
も
磨
い
て
い
る
生
徒
の
皆
さ
ん

の
自
然
な
姿
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
、
生
徒
の
皆
さ
ん
を
育
ん
で
き

て
い
る
、
富
士
見
町
の
文
化
、
自
然

の
奥
深
さ
と
、
伝
統
の
重
さ
を
垣
間
見
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
共
に
学
ば
ん
、
共
に
歩
ま
ん
」

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

南
中
学
校
長

 

三
村
　
昌
弘 

先
生

      

（
下
諏
訪
中
よ
り
）

富
士
見
小
学
校
教
頭

 

千
賀
　
義
博 

先
生

         

（
美
篶
小
よ
り
）

境
小
学
校
長

 

田
口
　
広
幸 

先
生

         

（
丸
山
小
よ
り
）

境
小
学
校
教
頭

 

小
池
　
義
二 

先
生

         

（
北
山
小
よ
り
）

落
合
小
学
校
長

 

池
田
　
　
隆 

先
生

      

（
北
御
牧
中
よ
り
）

落
合
小
学
校
教
頭

 

矢
澤
　
善
夫 

先
生

  

（
阿
智
第
三
小
よ
り
）

　
〜
地
域
に
育
つ
、

　
　
　
　
　
心
豊
か
な
子
ど
も
〜

　
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
境
小
学

校
で
、
今
年
か
ら
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

心
の
こ
も
っ
た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を
有

す
る
豊
か
な
林
に
囲
ま
れ
た
学
舎
。

春
の
陽
射
し
を
受
け
た
校
庭
。
す
ば

ら
し
い
環
境
で
、
地
域
の
方
々
の
お

力
を
お
借
り
し
な
が
ら
明
る
く
元
気

な
子
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
努
め
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
縁
あ
っ
て
伝
統
あ
る
富

士
見
小
学
校
に
お
世
話
に
な
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
学
校
の
周
り
は
、

自
然
に
囲
ま
れ
、
唐
松
の
芽
吹
き
や
木
々

の
紅
葉
が
今
か
ら
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
で
す
が
、
一
日
も

早
く
学
校
や
地
域
の
こ
と
を
知
り
、
「
ふ

じ
み
の
子
」
達
の
た
め
に
、
尽
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
佐
久
　
清
仁 

先
生

　
　
　
　
　
　
（
米
沢
小
よ
り
）

　
縁
あ
っ
て
富
士
見
小
学
校
に
お

世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
元
の
学
校
勤
務
と
い
う
こ
と
で
、

と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
と
毎
日
楽
し
い
学
校
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
宮
坂
　
文
子 

先
生

　
　
　
　
　
　
（
豊
平
小
よ
り
）

　
空
気
が
き
れ
い
で
、
水
が
お
い

し
く
、
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え

て
く
る
自
然
豊
か
な
富
士
見
の
地

で
、
元
気
で
素
直
な
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
勉
強
で
き
る
こ
と
を
大

変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
松
澤
　
栄
美 

先
生

　
　
　
（
上
田
市
立
北
小
よ
り
）

　
富
士
見
の
美
し
い
自
然
と
伸
び

伸
び
と
し
た
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま

れ
、
新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
期
待
と
不
安
で
い
っ
ぱ

い
で
す
が
、
温
か
く
見
守
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◆
跡
部
　
　
忍 

先
生

　
　
　
（
東
海
大
第
三
高
よ
り
）

　
学
習
習
慣
形
成
支
援
で
主
に
１

年
生
と
か
か
わ
っ
て
い
る
跡
部
と

申
し
ま
す
。
今
ま
で
高
校
生
を
教

え
て
い
た
の
で
、
戸
惑
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
か
わ
い
い
子
ど
も

た
ち
と
の
出
会
い
は
新
鮮
で
、
楽

し
い
毎
日
で
す
。

富
士
見
小
学
校
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八 ヶ 岳 の 風

編 集 後 記

今回から担当者が変わりました。よ
ろしくお願いします。（R）

　
私
が
故
郷
を
出
て
か
ら
も
う
40
年
に
も
な
る
。

　
当
時
通
っ
て
い
た
中
学
校
が
新
し
く
な
っ
た
と
聞
き
、
帰
郷
の
際
立
ち
寄
っ

た
の
は
、
今
か
ら
15
年
程
前
か
。
木
造
の
古
い
校
舎
が
立
派
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
建
物
に
変
わ
っ
て
い
た
。
少
子
化
で
町
の
二
つ
の
中
学
校
が
統
合
さ
れ

た
の
だ
。
校
舎
も
校
名
も
変
わ
り
、
そ
し
て
、
当
時
の
級
友
の
子
ど
も
た
ち
が

ま
た
、
そ
の
学
校
へ
通
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
時
間
の
流
れ
に
驚
き
、
胸
が

ジ
ー
ン
と
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　
そ
し
て
平
成
の
合
併
に
よ
り
町
名
も
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
未
だ
に
故
郷
へ
の

年
賀
状
の
宛
名
も
し
っ
く
り
と
来
な
い
私
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
時
代
の
流
れ
で

あ
ろ
う
。

　
故
郷
で
の
あ
の
頃
の
風
景
は
セ
ピ
ア
色
を
し
て
私
の
脳
裏
に
し
っ
か
り
焼
き

つ
い
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
委
員
　
　
小
池
　
あ
や
子

教育委員会だより

奨学金制度をご活用ください奨学金制度をご活用ください

本
郷
小
学
校

◆
武
井
み
ち
子 

先
生

　
　
　
　
　
　
（
湖
南
小
よ
り
）

　
富
士
見
町
の｢

心
を
た
ず
ね
る

教
育｣
心
と
心
が
ふ
れ
あ
う
学
校

を
目
ざ
し
、
私
も
、
子
ど
も
の
心

を
開
く
教
育
実
践
を
、
共
に
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
名
取
明
日
子 

先
生

　
　
　
　
　
（
諏
訪
養
護
よ
り
）

　
心
が
届
く
よ
う
な
気
持
ち
の
よ

い
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
子
ど
も
た

ち
、
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
か
れ
た
学
校

…
。
す
ば
ら
し
さ
に
感
激
し
な
が

ら
日
々
過
ご
し
て
い
ま
す
。
や
る

気
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
と
と
も

に
、
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

◆
保
坂
　
　
実 

先
生

　
　
　
　
（
下
諏
訪
南
小
よ
り
）

　
す
ば
ら
し
い
景
色
と
心
豊
か
な

子
ど
も
た
ち
に
出
会
え
て
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
精
一
杯
が
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
笠
井
佳
代
子 

先
生

　
　
　
　
　
（
筑
摩
野
中
よ
り
）

　
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち

と
す
ば
ら
し
い
自
然
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
も
ら
え
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

と
共
に
学
び
、
私
自
身
も
成
長
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆
小
平
　
合
瑛 

先
生

　
　
　
　
　
　
（
宮
川
小
よ
り
）

　
長
年
富
士
見
に
住
ん
で
来
ま
し

た
が
、
富
士
見
の
自
然
の
豊
か
さ

と
素
晴
ら
し
さ
を
再
発
見
し
て
い

る
毎
日
で
す
！
元
気
と
優
し
さ
一

杯
の
子
ど
も
達
か
ら
パ
ワ
ー
を
も

ら
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

境

小

学

校

◆
新
井
　
秀
和 

先
生

　
　
　
　
　
　
（
高
森
中
よ
り
）

　
３
月
ま
で
は
１
７
０
㎝
ほ
ど
の

中
３
を
担
任
し
て
、
こ
の
４
月
よ

り
１
３
０
㎝
ほ
ど
の
小
４
を
担
任

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
毎
日

が
新
発
見
の
連
続
で
す
。
私
の
カ

ラ
ー
を
生
か
し
、
よ
い
ク
ラ
ス
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
小
山
ゆ
う
子 

先
生

　
　
　
　
　
　
（
梓
川
小
よ
り
）

　
４
月
よ
り
境
小
学
校
で
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
然
が
豊
か

で
と
て
も
景
色
の
き
れ
い
な
富
士

見
町
に
来
る
こ
と
が
で
き
て
と
て

も
幸
せ
で
す
。

南

中

学

校

◆
鈴
木
　
政
美 

先
生

　
　
　
　
（
岡
谷
東
部
中
よ
り
）

　
自
然
に
囲
ま
れ
た
学
校
、
木
造

で
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
校
舎
、
長

い
長
月
を
か
け
て
磨
き
込
ま
れ
た

床
、
素
直
な
眼
差
し
の
生
徒
た
ち
。

こ
ん
な
南
中
で
仕
事
が
で
き
る
こ

と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
　

◆
篠
原
　
直
人 

先
生

　
　
（
上
田
市
立
第
五
中
よ
り
）

　
初
め
て
富
士
見
町
に
来
た
と
き

に
、
緑
の
多
い
自
然
豊
か
な
と
こ

ろ
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
木
造
の

校
舎
も
磨
き
込
ま
れ
て
い
て
、
こ

う
い
う
良
い
環
境
に
囲
ま
れ
て
育

っ
た
子
ど
も
達
っ
て
ど
ん
な
子
ど

も
達
だ
ろ
う
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い

ま
す
。

落
合
小
学
校

◆
伊
藤
　
　
均 

先
生

　
　
　
　
　
　
（
城
南
小
よ
り
）

　
美
し
い
山
々
、
澄
ん
だ
空
気
、

美
味
し
い
水
、
深
い
伝
統
。
富
士

見
落
合
の
地
で
、
私
は
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
ど
ん
な
環
境
に
成
り

得
る
か
、
考
え
、
学
び
、
教
え
て

頂
き
、
精
一
杯
励
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

富
士
見
高
原
中
学
校

◆
矢
島
　
和
明 

先
生

　
　
　
　
　
　
（
長
野
中
よ
り
）

　
平
成
10
〜
14
年
度
ま
で
富
士
見

高
原
中
学
校
に
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
２
回
目
の
高

原
中
学
校
勤
務
と
な
り
ま
す
。
自

然
豊
か
な
地
で
心
温
か
な
地
域
の

皆
様
の
も
と
で
働
け
る
こ
と
を
幸

せ
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
村
松
　
忠
道 

先
生

　
　
　
　
　
（
筑
摩
野
中
よ
り
）

　
富
士
山
が
望
め
る
素
晴
ら
し
い

こ
の
地
に
、
こ
の
４
月
か
ら
お
世

話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

精
一
杯
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

◆
三
井
　
　
優 

先
生

　
　
　
　
　
　
（
長
野
中
よ
り
）

　
富
士
見
町
の
自
然
の
中
で
生
ま

れ
育
ち
、
こ
の
度
、
母
校
で
あ
る

高
原
中
学
校
で
勤
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
と
て

も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
富
士
見

町
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
頑
張

っ
て
参
り
ま
す
。

◆
芳
沢
　
将
吾 

先
生 

（
新
卒
）

　
高
原
中
学
校
を
卒
業
し
た
当
時

は
、
こ
う
い
っ
た
形
で
戻
っ
て
く

る
こ
と
に
な
る
と
は
夢
に
も
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
教
師
と
し

て
、
ま
た
社
会
人
と
し
て
も
１
年

生
で
す
の
で
、
日
々
勉
強
、
一
日

一
日
を
全
力
投
球
で
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　この制度は、当町在住者で、経済的理由により高等学校への就学が困難で、

かつ成績優秀な学生に対し、奨学金を月額9千円支給する制度です。

■申込み期限は　6月18日（木）です。

5月17日（第3日曜日）は家庭の日 新緑の季節です。散歩に出かけるなど、家族のふれあいを深めましょう。

問 有
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く
ら
し
の
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く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

 

平
成
２１
年
度
自
動
車
税
の

  

納
期
限
は
6
月
1
日
（
月
）
で
す

　
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
で

自
動
車（
軽
自
動
車
、二
輪
車
を
除
く
）

を
お
持
ち
の
方
に
納
め
て
い
た
だ

く
県
税
で
す
。

　
自
動
車
税
は
金
融
機
関
・
郵
便
局
・

コ
ン
ビ
ニ
及
び
諏
訪
地
方
事
務
所

税
務
課
で
納
付
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
ま

し
た
休
日
納
税
窓
口
・
夜
間
納
税
窓

口
を
、
左
記
の
と
お
り
今
年
も
開
設

し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
休
日
窓
口

　
５
月
30
日（
土
）・
５
月
31
日（
日
）

　
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

■
夜
間
窓
口

　
５
月
28
日（
木
）・
５
月
29
日（
金
）

　
６
月
１
日（
月
）

　
　
午
後
７
時
ま
で

■
場
　
　
所

　
諏
訪
合
同
庁
舎
３
階 

税
務
課

■
取
扱
い
税
目

　
自
動
車
税

　 

諏
訪
地
方
事
務
所 

税
務
課

　
　 

☎
５
７
‐
２
９
０
５

　
　 

　
５
７
‐
２
９
６
２

　
　 

Ｅ
メ
ー
ル
　s

u
w
a
c
h
i-

　
　
　ze

im
u
@
p
re
f.n
a
g
a
n
o
.jp

   

労
働
相
談
窓
口
の
ご
案
内

　
長
野
県
で
は
、
労
働
問
題
全
般
に

つ
い
て
、
主
に
中
小
企
業
の
労
働
者
、

使
用
者
の
皆
様
か
ら
の
相
談
を
受

け
付
け
、
公
正
中
立
な
立
場
か
ら
、

解
決
に
向
け
た
助
言
等
を
行
う
労

働
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
こ
ん
な
と
き
、
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
賃
金
や
労
働
時
間
な
ど
の
法
律

　
に
つ
い
て
知
り
た
い

◆
給
料
や
残
業
代
が
支
払
わ
れ
な

　
い

◆
解
雇
さ
れ
た
が
納
得
で
き
な
い

◆
パ
ー
ト
に
は
有
給
休
暇
が
な
い

　
と
言
わ
れ
た
　
な
ど

　
労
働
条
件
や
労
務
管
理
に
関
す

る
問
題
な
ど
、
労
働
問
題
全
般
に
つ

い
て
、
働
く
皆
様
や
事
業
主
の
皆
様

に
対
し
、
公
正
中
立
な
立
場
か
ら
解

決
に
向
け
て
の
助
言
等
を
い
た
し

ま
す
。

　 

長
野
県
南
信
労
政
事
務
所

　 

県
伊
那
合
同
庁
舎
内
（
５
階
）

　
　 

☎
０
２
６
５
‐
７
６
‐
６
８
３
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
通
）

　
　 

　
０
２
６
５
‐
７
６
‐
６
８
３
４

　�
 

Ｅ
メ
ー
ル
　n

a
n
s
h
in
ro
s
e
i

　
　
　
　
　  @

p
re
f.n
a
g
a
n
o
.jp

�

 

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦

 

及
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
皆
様
へ

  

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を

　
　
　
　
　
　  

贈
呈
し
ま
す

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、外
地
等（
事

変
地
の
区
域
又
は
戦
地
の
区
域
）
に

派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事

さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看

護
婦
及
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦

の
方（
慰
労
給
付
金
受
給
者
を
除
く
）

に
対
し
て
、
そ
の
御
労
苦
に
報
い
る

た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を

贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

◆
請
求
期
限
が
２
年
間
延
長
さ
れ
、

　
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
と
な

　
り
ま
し
た
。

◆
ご
本
人
、
ま
た
は
ご
家
族
な
ど
か

　
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お

　
り
ま
す
。

　 

〒
１
０
０
‐
８
９
２
６

　 

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

２
‐
１
‐
２

　 
総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課

　 
管
理
室 

業
務
担
当

　
　 
☎
０
３
‐
５
２
５
３
‐
５
１
８
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
通
）

　
　 

　
０
３
‐
５
２
５
３
‐
５
１
９
０

   

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

　
　
　
　  

回
収
を
行
い
ま
す

　
産
業
廃
棄
物
は
、
排
出
者
が
責
任

を
も
っ
て
適
正
な
処
理
を
す
る
よ

う
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ

Ａ
信
州
諏
訪
で
は
農
家
の
皆
さ
ん

の
手
助
け
と
し
て
回
収
処
理
を
行

い
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物

　
◆
印
鑑
　
◆
現
金

※
当
日
、委
任
状
・
排
出
業
者（
農
家
）

　
の
処
理
委
託
契
約
に
印
鑑
が
必

　
要
で
す
。
印
鑑
が
な
い
場
合
、
持

　
ち
込
み
（
排
出
）
が
で
き
な
い
こ

　
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
お
持

　
ち
く
だ
さ
い
。

※
回
収
費
用
は
現
金
支
払
で
す
の
で
、

　
ご
用
意
願
い
ま
す
。

■
日
　
時

　
６
月
６
日
（
土
）

■
場
　
所

　
富
士
見
町
野
菜
集
荷
所

■
時
　
間

　
午
前
９
時
〜
11
時

■
回
収
す
る
も
の

�
①
農
薬
の
空
き
容
器

　 

〈
対
象
〉

　
　
農
薬
ポ
リ
容
器
、ポ
リ
袋
の
み

　
※
農
薬
空
き
ビ
ン
・
缶
は
回
収
し

　
　
ま
せ
ん
。

　 

〈
回
収
費
用
〉

　
　
１
袋
　
一
律
３
０
０
円（
税
込
）

　 

〈
注
意
事
項
〉

　
・
指
定
の
袋
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
（
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
ふ
じ
み
店
に

　
　
て
10
枚
入
１
０
０
円
を
購
入

　
　
く
だ
さ
い
）

　
・
次
の
処
理
を
行
っ
て
か
ら
回

　
　
収
袋
に
入
れ
る
よ
う
徹
底
し

　
　
て
く
だ
さ
い
。

　
※
空
き
容
器
は
、
必
ず
２
回
以
上

　
　
洗
浄
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
ポ
リ
容
器
は
キ
ャ
ッ
プ
を
外

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
②
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の

　
　
資
材

　 

〈
対
象
〉

　
　
被
覆
用
ビ
ニ
ー
ル
／
ポ
リ
フ

　
　
ィ
ル
ム
／
畦
シ
ー
ト
／
マ
ル

　
　
チ
シ
ー
ト
／
ポ
リ
ポ
ッ
ト
／

　
　
肥
料
袋 

な
ど�

　 

〈
回
収
費
用
〉

　
　
１
㎏
あ
た
り
50
円
（
税
込
）

　 

〈
注
意
事
項
〉

　
　
土
砂
、
泥
な
ど
は
で
き
る
限
り

　
　
除
去
／
金
属
な
ど
の
異
物
は

　
　
絶
対
入
れ
な
い
／
計
量
し
や

　
　
す
い
よ
う
に
１
梱
包
は
15
〜

　
　
20
㎏
程
度
に
し
、
ビ
ニ
ー
ル
紐

　
　
（
縄
紐
は
不
可
）
で
し
っ
か
り

　
　
結
束
す
る
／
小
さ
い
資
材
は

　
　
肥
料
袋
に
入
れ
て
縛
る
／
資

　
　
材
別
に
区
別
す
る

■
そ
の
他

　 

●
平
成
17
年
4
月
1
日
か
ら
、

　
　
産
業
廃
棄
物
を
運
搬
す
る
車

　
　
両
の
表
示
お
よ
び
書
面
の
備

　
　
え
付
け
（
携
帯
）
が
必
要
に
な

　
　
り
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
き
ま
し

　
　
て
は
、
営
農
セ
ン
タ
ー
に
お
問

　
　
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
●
ド
ロ
ク
ロ
缶
と
不
要
農
薬
の

　
　
回
収
は
、
日
程
が
決
ま
り
次
第

　
　
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　 

富
士
見
町
営
農
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　 

☎
６
２
‐
２
１
５
７

問

問

問

℻

問

℻

℻
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相

談

教

室

   

第
5
回
日
赤
病
院
祭

　
　
　
　
　
　  

の
お
知
ら
せ

　
多
く
の
皆
さ
ん
に
諏
訪
赤
十
字

病
院
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
企
画

し
て
お
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
５
月
30
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
　

■
場
　
所
　
諏
訪
赤
十
字
病
院

■
テ
ー
マ
　
「
笑
顔
い
っ
ぱ
い
　
夢

　
い
っ
ぱ
い
　
こ
こ
か
ら
広
が
れ  

　
こ
こ
ろ
の
絆
」

　 

諏
訪
赤
十
字
病
院 

総
務
課

　
　
　
　
　
　 

☎
５
７
‐
６
０
３
３

�   

交
通
事
故
に
よ
り

　
　
　
　
　  

お
困
り
の
方
へ

■
育
英
資
金
貸
付

　
　
自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
ま

　
た
は
重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ

　
た
方
の
お
子
様
（
中
学
校
卒
業
ま

　
で
）
の
健
全
な
育
成
が
図
ら
れ
る

　
よ
う
、
経
済
的
な
手
助
け
を
行
う

　
た
め
「
育
英
資
金
の
無
利
子
貸
付

　
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　 

独
立
行
政
法
人
　
自
動
車
事
故

　 

対
策
機
構 

長
野
支
所

　
　 

☎
０
２
６
‐
２
２
６
‐
１
０
０
０

　
　 

　
０
２
６
‐
２
２
６
‐
１
５
３
０

■
交
通
事
故
被
害
者
相
談

　
　
交
通
事
故
の
被
害
に
遭
わ
れ
、

　
法
律
、
金
銭
、
介
護
な
ど
、
自
動
車

　
事
故
に
起
因
す
る
悩
み
ご
と
に

　
つ
い
て
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ

　
い
か
お
困
り
の
皆
様
に
対
し
て
、

　
各
種
相
談
窓
口
を
ご
紹
介
し
て

　
い
ま
す
。

　 

独
立
行
政
法
人  

自
動
車
事
故

　 

対
策
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
）

　 

交
通
事
故
被
害
者

　
　
　
　
　 

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　 

☎
０
５
７
０
‐
０
０
０
７
３
８

 

さ
わ
や
か
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

 

（
ふ
ら
ば
〜
る
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
）

�

　
変
形
ボ
ー
ル
を
使
い
ワ
ン
バ
ウ

ン
ド
さ
せ
て
か
ら
プ
レ
ー
す
る
新

し
い
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
す
。
予
測
に

反
す
る
変
化
球
が
笑
い
を
誘
い
、
ど

な
た
で
も
楽
し
め
ま
す
。
諏
訪
地
方

大
会
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
日
　
程
　
５
月
15
・
29
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜

■
会
　
場

　
町
民
セ
ン
タ
ー
体
育
室

■
受
講
資
格

　
町
内
に
在
住
又
は
通
勤
・
通
学
し

　
て
い
る
小
学
生
以
上
の
方(

フ
ァ

　
ミ
リ
ー
で
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
）

■
申
込
み
　
当
日
受
付
し
ま
す

■
持
ち
物
　
上
履
き
・
汗
拭
き
タ
オ

　
ル
・
水
分
補
給
用
飲
み
物

■
受
講
料
　
無
　
料
　

※
定
員
は
あ
り
ま
せ
ん

　 

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

　 

☎
６
２
‐
２
４
０
０
　
　
２
７
５
０

        

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

■
対
　
　
象
　
初
心
者
の
方

■
日
　
　
程

　
５
月
17
日（
日
）〜
６
月
28
日（
日
）

　
　（
毎
日
曜
日
　
連
続
７
回
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
会
　
　
場

　
町
民
広
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
（
従
来
会
場
の
富
士
見
高
校
テ
ニ

　
ス
コ
ー
ト
か
ら
変
更
と
な
っ
て

　
い
ま
す
）

■
受
講
資
格

　
町
内
に
在
住
又
は
通
勤
・
通
学
し

　
て
い
る
中
学
生
以
上
の
方

■
受

講

料

　
５
０
０
円（
保
険
料
ほ
か
）

■
定
　
　
員
　
　
概
ね
60
名

■
申
込
期
限
　
５
月
14
日（
木
）

　 

生
涯
学
習
課 

社
会
体
育
係

　 

☎
６
２
‐
２
４
０
０
　
　
２
７
５
０

富士見町無料職業紹介所では、求人情報を募集しています。一般求人、パート求人等採
用計画がありましたら、情報の提供をお願いします。

富士見町無料職業紹介所 求人情報富士見町無料職業紹介所 求人情報

富士見町無料職業紹介所（産業課商工観光係内）　☎62-9228　　9228

平成21年4月21日現在

◆ふるさと雇用再生特別事業

職　　 　　種

◆パート

年　齢 採用人数

職　　 　種 年　齢 採用人数 就業時間 賃　　　　金 必要な経験・免許資格等

◆緊急雇用創出事業

職　　 　　種 年　齢 採用人数

入笠山観光商材開発
及び環境整備

福祉施設の清掃 不　問 1 時給 780円 不　問
㈰8:00～12:00
㈪8:00～16:00
㈫9:00～11:00

電気柵維持管理

不　問 2

不　問 1

観光道路環境整備 不　問 8

遺跡発掘調査 60歳以上 12

観光公園施設環境整備 不　問 1

《事業所の方へ》

役場委託事業となります。詳細は富士見町無料職業紹介所までお問い合わせください。

《ふるさと雇用再生特別事業・緊急雇用創出事業について》

問

申
込

問問

問問

有

有

℻

有問連絡先



2009.5 ■広報ふじみ 16

くらしの情報

　 財務課 収納係  ☎62-9123  　9123

募

集

折　井　滿　宏� 67歳� 滿　宏� 木之間

伊　藤　　玄� 77歳� 一　成�御射山神戸

小　林　貞　子� 87歳� 貞　子� 先　達

五　味　博　美� 77歳� 佳　信� 乙　事

中　村　よみ � 92歳� 直　人� 高　森

小　林　　　代� 93歳� 　　代� 先　達

小　池　愛　子� 87歳� 愛　子� 富　里

雨　宮　せつ子� 88歳� 稔� 瀬沢新田

小　林　米　太� 89歳� 米　太�御射山神戸

窪　田　さとる� 95歳� 斌� 富士見

縄　田　ふくみ� 87歳� 信　敏� 花　場

小　池　惣　衞� 73歳� 惣　衞� 立　沢

渡　邉　和　子� 81歳� 和　子� 富士見

佐　久　　つよ� 103歳� むつ子� 乙　事

窪　田　郁　男� 55歳� 郁　男� 横　吹

新　海　花　梨� 満� マリアリタ��信濃境

後　藤　悠　隆� 達� 順　子� 南原山

石　原　　麗� 幸　治� 雅　子� 富　里

岸　本　　紬� 慎　司� 真由美�御射山神戸

原　　　心　春� 晃　一� 麻衣子� 富士見

小　池　苺　愛� 真　悟� 文　香� 立　沢

五　味　良　太� 秀　隆� 智　子� 落　合

小　池　拓　斗� 直　人� タ　キ� 南原山

小　林　悠　翔� 敏　広� 悠� 富士見台

� か� �りん

� はる��たか

� �うらら

� �つむぎ

� こ� �はる

� ま�い�あ

� りょう�� た

� たく�� と

� ゆう�� と

住民だより住民だより 4月4月
 ■3月15日～4月14日の届出■ 〈敬称略〉

●転入・転居・出生は14日以内に　死亡は7日以内に届出を

出生おめでとう

おくやみ申し上げます

出生おめでとう
氏　名 父の名 区　名母の名

区　名世帯主

おくやみ申し上げます
氏　名 年齢

有　川　博　視� 桜ヶ丘

長谷川　直　子� 松本市

蓮　沼　友　行� 南原山

坂　本　朋　美� 諏訪市

小　林　　仁� 高　森

杉　内　めぐみ� 山梨県

樋　口　雅　之� 木之間

雨　宮　若　葉� 瀬沢新田

小　林　正　樹� 栗　生

田　中　美佐恵� 富士見

氏　名 出身地

結婚おめでとう結婚おめでとう

        

ヨ
ー
ガ
教

室

　
古
来
よ
り
イ
ン
ド
に
伝
わ
る
ヨ

ー
ガ
で
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
ま
し
ょ
う
。

■
日
　
　
程

　
６
月
２
日
〜
６
月
30
日

　
　（
毎
火
曜
日
連
続
５
回
）

　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

■
会
　
　
場

　
町
民
セ
ン
タ
ー 

第
２
研
修
室

■
受
講
資
格

　
町
内
に
在
住
又
は
通
勤
・
通
学
し

　
て
い
る
中
学
生
以
上
の
方

■
受

講

料

　
５
０
０
円（
保
険
料
ほ
か
）

■
定
　
　
員
　
先
着
15
名

■
申
込
期
限
　
５
月
26
日（
火
）

■
持

ち

物

　
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
マ
ッ
ト

　
ま
た
は
大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル

　
生
涯
学
習
課 

社
会
体
育
係

　 

☎
６
２
‐
２
４
０
０
　
　
２
７
５
０

  

障
害
者
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
の

　
　
　
　   

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　　
障
害
者
（
身
体
・
知
的
）
対
象
の
ス

イ
ミ
ン
グ
教
室
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
対
　
　
象

　
諏
訪
地
域
に
在
住
で
水
泳
が
好

　
き
な
方

※
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
専
門
の
講
師

　
に
よ
る
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

■
活
動
日
時

　
６
月
よ
り
月
１
〜
２
回

　
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
活
動
場
所

　
諏
訪
市  

す
わ
っ
こ
ラ
ン
ド

※
活
動
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
時
間
の

　
都
合
が
つ
く
日
の
み
で
結
構
で
す
。

■
募
集
期
間

　
５
月
１
日（
金
）〜
５
月
20
日（
水
）

　 

諏
訪
地
域
障
害
者

　 

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー  

オ
ア
シ
ス

　
　
　
　  

☎
５
４
‐
７
７
１
３

　
　
　
　
　  

５
４
‐
７
７
２
３

   

公
共
職
業
訓
練

   

「
3
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
設
計
・

              

技
術
科
」
訓
練
生

　
離
職
し
て
い
る
方
、
転
職
希
望
の

方
を
対
象
と
し
た
公
共
職
業
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　
申
し
込
み
日
に
お
い
て
求
職
活

　
動
中
（
原
則
と
し
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー

　
ク
に
求
職
申
し
込
み
を
し
て
い

　
る
方
）
で
、
全
訓
練
日
程
を
受
講

　
で
き
る
方

■
訓
練
期
間

　
６
月
〜
11
月

■
訓
練
施
設

�
プ
ラ
ー
ナ
ー（
下
諏
訪
町
）

■
応
募
期
間

　
６
月
２
日（
火
）〜
11
月
27
日（
金
）

※
応
募
方
法
等
詳
細
は
長
野
県
技

　
術
専
門
学
校
（
☎
２
２
‐
２
１
６
５
）

　
ま
た
は
最
寄
の
公
共
職
業
安
定

　
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

月の納税等5

納期限・振替日は6月1日（月）です

軽自動車税／後期高齢者医療保険料
国民健康保険料／保育料
上下水道使用料／住宅使用料

※毎週火曜日は午後7時まで夜間納税窓口を開設
　しています。ご利用ください。

問

申
込

問

申
込

有

℻

問 有
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御射山神戸・栗生・大平
松目・原の茶屋・花場・休戸

富士見・富里

若宮・木之間・横吹・とちの木
南原山・富原・富士見ヶ丘
塚平・富ヶ丘・栂沢・希望ヶ丘

下諏訪商工会議所会館
☎28-6666

◆心配ごと相談　　社会福祉協議会　☎62-6766　　8988

5月12日（火）・19日（火）・26日（火）
6月2日（火）・9日（火）

5月21日（木）

5月18日（月）

5月11日（月）

5月25日（月）

富士見地区

6月04日（木） 本郷・落合・境地区

5月21日（木） 本郷・落合・境地区

6月04日（木） 富士見地区

資源物の収集資源物の収集

粗大ゴミの収集粗大ゴミの収集

役場窓口業務 延長日役場窓口業務 延長日

　 生涯学習課社会体育係　☎62-2400　　2750

休日当番医・薬局休日当番医・薬局

水道指定給水装置工事事業者
土・日・祝日当番店

水道指定給水装置工事事業者
土・日・祝日当番店

相談・説明会名 日　　　　時

日　　　時 事　　業　　名 会　　　　場

会　　　　場

相談・説明会相談・説明会

スポーツスケジュールスポーツスケジュール

結 婚 相 談
5月12・19・26日（火）
6月2日（火）・7日（日）
午後1時～午後6時

5月13日（水）
6月10日（水）
午後2時～

女 性 の た め の
悩 み 相 談

一般相談は電話で受付
（火）～（土） 午前8時30分
　　　　　～午後5時
※（金）のみ午後9時まで

フリースポーツデー

さわやか健康スポーツ教室
（ふらば～るボールバレー）

町民センター

町民センター
海洋センター

6月10日（水）
午後7時～

体育施設利用者会議 町民センター

富士見パノラマ
リゾート周辺

5月22日（金）
午後7時30分～

日　　　時 行　　事　　名 会　　　　場

主な行事主な行事

5月17日（日）
午前7時～

第6回 アドベンチャー
イン 富士見

第5回
全日本アツモリ草展

パノラマスキー場
山頂レストラン
「スピカ」

〈前期〉
5月22日（金）
  ～24日（日）
午前10時～

〈後期〉
5月29日（金）
  ～31日（日）
午前10時～

税理士税務相談
5月13日（水）
午前10時～正午

町民センター心 配 ごと 相 談
5月14日（木）
午前10時～午後3時

役場3階  301会議室出 張 年 金 相 談
6月3日（水）
午前10時～午後3時

町民センター行 政 相 談
5月14日（木）
午前10時～午後3時

結婚相談所
（消防署隣り）
☎62-7853

県男女共同参画センター
（岡谷市）☎22-8822

シルバー人材センター
入 会 説 明 会

茅野広域
シルバー人材センター

☎73-0224

17日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

さくら藤沢薬局
☎61-1815

24日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

31日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

ミツワ西友薬局
☎62-7586

07日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

さくら藤沢薬局
☎61-1815

ミツワ西友薬局
☎62-7586

月　　日 当  番  医 当番薬局

5
　
　
　
月

6
月

16日（土）

17日（日）

23日（土）

24日（日）

30日（土）

31日（日）

06日（土）

07日（日）

6 

月

5  

　
　
　
月

エ ン ド ウ

リビングクボタ

富 士 見 設 備

太 陽 住 設

山 本 管 工 事

戸 井 口 建 設

三 善 工 業

坂 本 鉄 工 所

６２-５６５６

６２-５３９１

６２-２４２１

６２-２０９３

６４-２６４９

６５-３２１３

６６-２０７８

６２-２０６５

２７３２

３７１２

８６９０

８９４０

５３９６

３１５３

月　　日 当　番　店 有線電話

※プラスチック類のみ

5月15・29日（金）
午後7時30分～

随　時

小学生野球教室
㈪、㈫

5月16・30日（土）
午後5時～

町民広場野球場
（雨天：海洋センター）

ソフトテニス教室
㈰～㈬

町民広場テニスコート

5月28日（木）
6月4日（木）
午前10時～

5月17・24・31日
（日）・6月7日（日）
午前9時～

町民センター

町民センター

地域スポーツクラブ事業
ストレッチの集い

5月30日（土）
雨天：31日（日）
午前9時～午後1時30分

海洋センター発着
机～瀬沢方面探訪

地域スポーツクラブ事業
ぶらり健康ウォーキング

地域スポーツクラブ
平成21年度会員募集

5月（5月11日～6月10日）くら ガイドくらしし ガのの イド

問 有

問 有



こんにちはこんにちは

地域包括支援センターです地域包括支援センターです地域包括支援センターです
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地 域 乳 幼 児 相 談

母親学級㈰ 歯 科 健 診・調 理 実 習

　 住民福祉課 保健予防係　☎62-9134　　9134
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◆相談・教室

5月15日（金）

5月12日（火）

6月01日（月）

5月12日（火）

6月01日（月）

5月29日（金）

5月22日（金）

6月09日（火）

5月11日（月）

6月02日（火）

5月21日（木） 午前10:15～11:00

乳 幼 児 相 談 5月14日（木） 午前9:30～10:30

5月20日（水） 午後1:10～1:20

子育てひろば「AiAi」
（町民広場：研修センター）

事　　　業　　　名 期　　日 受　付　時　間 会　　　　場

有

ガイド子子 ガイド健康健康 5月5月（5月11日～6月10日）

◆健康診査・予防接種

4ヵ月 児 健 診

7ヵ月 児 健 診

10ヵ月児健診

3 種 混 合

2歳児歯科健診

3 歳 児 健 診

B C G

平成21年1月生まれ

平成20年9月生まれ

平成20年10月生まれ

平成20年6月生まれ

平成20年7月生まれ

平成19年3月～4月生まれ

平成18年3月～4月生まれ

平成20年12月10日～平成21年3月9日生まれ

生後6ヵ月～7歳6ヵ月

午後1:00

午後1:00

午後1:00

午後1:00

午後1:40

午後1:30

午後1:15～1:50（受付）

保健センター

保健センター

保健センター

事　　業　　名 対　　象　　児 期　　日 集　合　時　間 会　　場

富士見町健康カルタ

と の

健康ふじみ２１健康ふじみ２１

いきいき通信いきいき通信いきいき通信

親親

◆地域包括支援センター
　☎62-8200　　8200
◆地域包括支援センター
　☎62-8200　　8200

◆住民福祉課 保健予防係
　☎62-9134　　9134
◆住民福祉課 保健予防係
　☎62-9134　　9134

― 富士見町健康づくり計画「健康ふじみ21」
　　　　　　　　　　　　　を推進しています ―　４月より新メンバーが加わり、気持ちも新たにス

タートしました。�

富士見町の高齢者の皆様が元気に暮らせる町をめ

ざして、お手伝いさせていただきます。

何かお困りのことがありましたら、富士見町地域包

括支援センターまでお気軽にご連絡ください。 　喫煙習慣は、個人の嗜好だけにとどまらない健康

問題です。

　喫煙者本人の健康影響は、肺がん、心筋梗塞、慢性

閉塞性肺疾患等の発症と深く関わりがあります。

　また、他人のたばこの煙を吸わされる受動喫煙に

よる健康影響も、流涙・頭痛などの症状だけでなく、

肺がんや心筋梗塞等の発症率や死亡率を高めます。

　妊婦については、低出生体重児出産の危険性が高

くなり、乳幼児突然死症候群や、小児

の喘息・気管支炎といった呼吸器疾

患と関連があると報告されています。

　青少年期に喫煙を開始すると、成

人してから喫煙を開始した場合に比

べて、がんや虚血性心疾患などの発症の危険性がよ

り高くなり、また、吸い始める年齢が若いほど依存

性が高い人が多くなると報告されています。

　この機会に、喫煙の危険性を正しく理解し、禁煙

の実施、受動喫煙の防止、未成年者の喫煙防止にと

りくみましょう。

　禁煙治療に関することは、医療機関、保健センタ

ーまでお問い合わせください。

「ふじみっ子  早寝早起き  元気な子」
富士見　三 溝 静 香 さん

5月31日…「世界禁煙デー」
5月31日～6月6日…「禁煙週間」

〈後列左より〉�小松恵美奈　小池みどり

〈前列左より〉�外山早都子　鎌倉美紀子　田村　素子
やまと さ と こ

まつこ え み な

くらかま み き こ

いけこ

むらた もと こ

問

有有 有有
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　今日から明日へとたゆみなく続くまちづくり、地元事業者の皆さんの活躍は大きな力です。町民の皆さんも、

どうぞ応援をよろしくお願いします。

　今月は、栂沢で ブティック『ワンウエイ』を親戚の方と一緒に営む小林恵里奈さんをご紹介します。

～若い力を明日へ～～若い力を明日へ～ 第11回第12回

小林恵里奈さん（24歳  富士見）

『ワンウエイ』 勤務

Q１ 仕事の内容をご紹介ください

洋服・化粧品の仕入れ・販売をしています。

Q２ この仕事を選んだ理由は？

ファッションやメイク関係が好きなので、この仕事を選びました。

Q３ 仕事の中でご苦労されていることは？

仕入れの時、お店に来ていただくお客様に気に入ってもらえるものを選ぶ
というこが、とてもむずかしいです。

Q４ この仕事をしていて良かったことは？

今後の抱負をお聞かせください

お客様が気に入った洋服を見つけて喜んでくださった時は、私も嬉しくなり
ます。また、お客様との応対の中で、常に自分を磨いていこうという気持ち
を持っていらっしゃることは、ありがたいと思います。

Q５
遠くまで行かなくても、気に入った洋服をお求めいただけるよう、いい仕入
れをしていきたいと思います。

最後に一言!最後に一言!
お気軽にお店に遊びにきてくださいね。お待ちしています！

『ブティックからのちょこっとアドバイス』
　普段着るものは、どうしても同じ傾向のものを選びがちです。少し抵抗があって
　も、試着してみたり、人からのアドバイスを参考にすると、新しい自分を発見で
　きます。また、お気に入りの洋服は続けて着ずに、何日か休ませてから着るよう
　にすると、ぐっと長持ちします。

このコーナーでは、町内で
自営業を営まれている皆
さんをご紹介しています。

▲今シーズンの流行をウインドウで紹介

第6回“季節の食卓”“季節の食卓”“季節の食卓”“季節の食卓”
　端午の節句は、五節句の一つです。古代中国では邪気をはらうと言

われて菖蒲（しょうぶ）を玄関に飾ったり、菖蒲湯に入る習慣がありまし

た。『菖蒲』が尚武（武芸を尊ぶ）に通じることから、当時の武家社会で

は、本物の鎧や兜や弓や刀を飾り、男の子の成長を祝ったのが由来と

なり、料理やお菓子も一緒に飾ったようです。

　身近な食べ物で、旬の竹の子、うどを使い、ししゃもで鯉のぼりをイメ

ージし、端午の節句献立を作ってみましょう。

高原の自然と先人の知恵が育んだ富士見の味高原の自然と先人の知恵が育んだ富士見の味

㈰竹の子ごはん………皮つきの竹の子を米のとぎ汁でゆでて、あくぬ
きをします。あくぬきをした竹の子・油揚げ・鶏胸肉を小さめ
に切り、銀杏切りにした人参と一緒に、酒・薄口しょうゆで味付
けして炊き込みます。

㈪ししゃもの磯辺あげ………小麦粉・卵・塩・酒・青のりで天ぷらの衣
を作り、ししゃもにつけて油で揚げます。

㈫キャベツのごまあえ………キャベツとほうれん草をゆで、みそ・砂
糖・みりん・白すりごまであえます。

㈬うどのすまし汁………うどは短冊切りにし、水にさらし、あくをとり
ます。うど・人参・えのき・なると・豆腐を鰹節でとっただし汁で
煮て、すまし汁を作ります。最後に三つ葉を散らします。 【提供：富士見町学校栄養士会】

〈 端午 の 節句献立 〉 　柏餅を包んである柏の葉は、新芽が出ないと
古い葉が落ちません。このことから、「子どもが
生まれるまでは親は死なない」すなわち「後継
ぎが絶えない」「子孫繁栄」という意味が込め
られています。これは日本で始まった習慣ですが、
ちまきを食べるのは中国から伝わりました。中
国では、5月5日に厄除けのためにちまきを作
る習慣があり、これが日本に伝わって端午の節
句となったようです。
　端午の節句献立と合わせて、こちらも一緒に
味わってみてはいかがですか。

5月 端午の節句
子どもの日を
   お祝いしましょう!

㈰ ㈬

㈪

㈫

㈰ ㈬

㈪

㈫

柏餅やちまきを食べるのはなぜ？
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安全・安心の町づくりに向けて
「告知放送システム」と「同報無線システム」運用開始

題題題題話話

▲告知放送システム操作ボタンを押す矢嶋町長▲告知放送システムの端末機 ▲同報無線の屋外拡声器

　3月22日 富士見高原スキー場において「第4回

全日本ソリ最速王決定戦」が行われました。

　当日は生憎の雨空でしたが、最後の雪を楽しも

うと県内外からおよそ100人が参加。手づくりソリ

で滑るハンドメイドコース・プラスチックソリを使っ

たスポーツクラスなど4種目で熱戦が展開されま

した。�

　ソリの魅力は何と言っても爽快なスピード感、そ

して工夫をこらしたソリづくりも大きな楽しみです

ね。雪に恵まれる富士見町、来年はご家族でソリを

楽しまれてはいかがでしょうか。

最後の雪を楽しむ

「ソリ最速王決定戦」

　4月3日 町内4小学校に121名の1年生が入学

しました。

　本郷小学校では、上野博子学校長が「学校内の

土手や林や川で、思い切り遊びましょう。」と挨拶

しました。上級生とたくさん遊び、学び、楽しい学

校生活が送れますように。

　4月1日 役場で両システムの運用開始式が行われ、矢嶋町長が操作ボタンを押しました。

　「告知放送システム」は有線放送に替わり、家庭や事業所に設置した端末機を通して町や地区、小中学校からの

お知らせなどを放送します。

　「同報無線システム」は、地震などの災害等で屋外へ避

難したとき、町内に69基設置された屋外拡声器で町民の皆

さんに防災情報をお届けすることを目的としています。

小学校入学式

人気を集めた「御柱ソリ」人気を集めた「御柱ソリ」
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　役場の前庭に、故五味一先生より寄贈いただい

た河津桜があります。

　寄贈以来10年あまり花を咲かせなかったので

すが、昨年初めて2輪咲きました。

　今年は4月7日頃より、多くの花をつけました。

町 の町 の町 の町 の

　今月は、瀬沢新田集落組合のお宝を区長の雨宮安治さんにご紹介いただ

きました。

　瀬沢新田は、高島藩の耕地開発の中で、元和７～８年（1621～1622年）

頃開発されたと伝えられています。

　「400年近くになる歴史の中で先人の方々が築いてきた文化や伝統が村

の宝です。」とおっしゃる区長さんのお言葉どおり、火の神様を祀る秋葉祭、

村出身の心学者植松自謙を祀る自謙祭、山ノ神祭、鬼門神祭、穂屋祭、大理

神社の例祭など、たくさんの伝統ある祭事も毎年欠かさず続けられていま

す。�　お祭りや区民バスハイク、区民ピック（レクリエーション大会）など

の恒例の行事のほか、毎年お

盆に開催している区の文化

祭では、各種団体が作品を展示したり、花卉品評会が開かれたりと、

文化や産業面でも区民交流が行われています。また、同日は公民

館の庭で盛大に仕掛け花火が行われ、たくさんの区民が集って夏

の夜を楽しみます。

　「時代の移り変わりにより薄れがちになった思いやりの心、助

け合いの精神を呼び戻し、区民の絆を更に強めて“和のある集落

づくり”を基本に、区民の皆さんと共に活動を進めていきたい。」と、

区長さんよりお言葉をいただきました。

うちの村のお宝紹介うちの村のお宝紹介うちの村のお宝紹介 第19回 『先人たちが築いた文化と伝統を
継承して』 瀬沢新田

次回は立沢をご紹介します。

▲盛大に行われるお盆の花火大会

▲毎年9月に行われる夏祭り

河津桜が咲きました

　来年4月の統合を前に、4月3日、富士見高原中

学校と南中学校に151名が入学しました。�

　南中学校では、三村昌弘学校長が「最後の入学

生として南中の伝統を受け継ぐとともに、統合中学

校への創造的な気持ちも持って学校生活を送って

ほしい。」と挨拶しました。また、新入生徒を代表し

て五味誠也さんが「南中の伝統を受け継ぎ、新し

い教科の勉強も頑張りたい。」と述べました。

中学校入学式
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西伊豆だより西伊豆だより

●この広報は再生紙を使用しています。

休日・夜間の緊急医電話番号案内　長野県救急医療情報センター 　TEL 0120-890-422

◆町 の 人 口　平成２１年４月1日現在住民基本台帳（前月比）
　　　　　　　総人口／15,385人（－35）
　　　　　　　男 7,552人（－21）　女 7,833人（－14）
　　　　　　　世帯数／5,636世帯（－15）
◆発　行　日　平成21年5月1日
◆編集・発行　富士見町役場 総務課
　〒３９９-０２９２  長野県諏訪郡富士見町落合10,777
　　　　　　　ＴＥＬ 0266-62-2250（代）
　　　　　　　ＦＡＸ 0266-62-4481
◆ホームページ　http://www.town.fujimi.nagano.jp
　　　Ｅメール�fujimi@town.fujimi.nagano.jp
◆印　　　刷　�富士見印刷

　高遠でお花見の帰り、辰野の公園で子どもたちを遊ばせま
した。しばらく遊んでいるうち、見ず知らずの3兄妹6人（保
育園から小学校4年くらい）が一緒に遊びはじめました。
　シーソーに鬼ごっこ、さんざん走り疲れて始まったのは、「だ
るまさんが転んだ」。幾度となく繰り返される、ストップモー
ションの汗と笑顔。
　山の向こうに日が沈み、ひとりのお母さんの「もう帰ろう」
の声に、桜のそばの水道で手を洗いつつ「また遊びたい、こ
のみんなで」と女の子。頷くみんな。もうひとりが「そうだ、
また来年、桜が咲いたら私ここに来るよ」そう言い合って
別れた6人組でした。　　　　　　　　　　　　　 （Ａ）

編 集 後 記

　黄金崎クリスタルパークは、平成9年に開館以来、国際

的に優れた現代ガラス作家の企画展を開催してきました。

　「器のかたち」をテーマにした企画展は、公募展として

平成12年に第1回目がスタート。以降、3年ごとに開催さ

れ、今年で第4回目を迎えました。昨年4月から作品を募

集、全国から寄せられた164点の作品の中から愛知県在

住の佐々木雅浩さんの作品「転成」が黄金崎グランプリ

を受賞しました。

　グランプリ作品の他、入選作品約40点が展示された

「KOGANEZAKI・器のかたち・現代ガラス展」は、4月

11日から9月24日まで黄金崎クリスタルパークで開催

されています。入選作品には、西伊豆町在住のガラス作

家の作品も含まれています。当町にお越しの際には、ぜ

ひご鑑賞ください。

「KOGANEZAKI・器のかたち・現代ガラス展」 開催

▲作品について語るグランプリ受賞者と作品「転成」

富士見の景観富士見の景観富士見の景観

『ブナの大木に出会った！』
　葛窪の神明社の森の中。幹の周りは330cm、高さは25mほど

あるこの大木は四方に枝を広げ、秋には沢山の実をつける。こ

の実を目当てに、リス、ネズミ、鳥たちが集い、ブナの木の周

辺では賑やかな景観を楽しむことができる。また、この実をお

手玉に入れて遊ぶと、軽やかな良い音がする。観て、聴いて楽

しめる、そんな木だ。

姉妹町

富士見町景観推進協議会

ぶぶ ら り 葛 窪ら り 葛 窪

　ちなみにブナは1年間に0.4cm直径が増えるといわれている。

このブナの大木は、330÷3.14÷0.4＝約263年。

　永い間みんなを楽しませてきたことだろう。


